
2029年に群馬県で開催される「第83回国民スポーツ大会及び第28回全国障害者スポーツ大会」

に向けて、具体的な対策を示す指針として、推進本部が策定する

推進計画

計画の目的

群馬県スポーツ競技力向上対策推進計画

群馬県スポーツの現状

(1) 第83回国民スポーツ大会における天皇杯・皇后杯の獲得
(2) 第28回全国障害者スポーツ大会に向けたパラスポーツの普及拡大
(3) 第83回国民スポーツ大会及び第28回全国障害者スポーツ大会を契機とした、

更なる本県スポーツの発展と選手強化の仕組みづくり

(1) 国民スポーツ大会の天皇杯順位 ：20位台から30位台で推移
(2) 国民スポーツ大会少年種別入賞者数 ：第72回大会（H29年）以降、低下傾向
(3) 全国障害者スポーツ大会の結果 ：個人７競技は全て出場だが、団体７競技は出場できていない



期間別の対策と目標
上段：国スポ

下段：全スポ

（開催県）

目標順位

（目標得点）全スポ対策国スポ対策期間年度

第79回

第24回

（滋賀県）

35位

（853.5点）

実績値

◎全スポ全種目出場に向けた選手の発掘・育成

・人材の掘り起こし、団体チームの立ち上げ

○選手強化事業の充実

・強化指定選手・指導者制度の運用を開始

○包括的な競技力向上体制の検討

・ジュニア選手海外派遣事業の運用を開始

・強化拠点制度の立案
準備期

2025

第80回

第25回

（青森県）

20位以内

（1000点）

◎全スポ全種目出場に向けた選手の発掘・育成

・人材の掘り起こし、団体チームの立ち上げ

○包括的な競技力向上体制の構築

・強化拠点制度の運用を開始

・医・科学支援体制を拡充
2026

第81回

第26回

（宮崎県）
10位以内

（1500点）

◎全スポ全種目出場に向けた選手の発掘・育成・強化

・人材の掘り起こし、団体チームの育成・強化

○包括的な競技力向上体制の定着

・体制を活用すると共に必要な見直しを実施

○強化体制確立

・競技開催市町村との連携により強化体制を確立

●大会終了後にも残る強化の仕組み

・競技団体等の組織強化により仕組みを強化

○第83回国民スポーツ大会（冬季大会）での活躍

躍進期

2027

第82回

第27回

（⾧野県）
2028

第83回

第28回

（群馬県）

1位

（2500点

以上）

◎第28回全国障害者スポーツ大会で正式競技の全競
技・全種目出場

○第83回国民スポーツ大会で天皇杯・皇后杯の獲得

・強化策を実行し全種目出場、各競技別の目標を達成

●大会終了後にも残る強化の仕組み

・競技団体等の組織強化と共に仕組みを確立

開催年2029

●は国スポ・全スポ共通

【目標得点の設定】
2025年 ：実績値
2026年～28年：先催県の推移から仮算出（競技団体調査に基づき再設定）
2029年 ：競技団体調査により設定



競技別の「４年間平均獲得得点」・「2029年目標得点」・「獲得可能点数（参加点込み）」

※「目標得点」は競技団体へ調査を実施（積算値2618点）

第83回国民スポーツ大会における目標得点



「対策の 本柱」と「重点的に取り組む対策」

競技団体における医・科学担当者の設置と活用

競技団体の強化育成計画の検討支援

医・科学機器・スポーツテクノロジー機器（スポーツ
テック）の活用など、データ活用の推進

スポーツアナリストの配置と活用

医療機関との連携、専門職種とのマッチング

競技団体におけるダイレクター制度の活用

組織人材確保や法人化に向けた取組

自主財源確保に向けた取組

競技団体、民間企業、自治体等の連携・共同による

取組

競技団体におけるサブダイレクター（国スポヘッドコー

チ）の設置と活用

競技団体による一貫指導体制の確立

指導者が持続的に指導・強化活動に携われる環境づくり

強化拠点制度等の確立

ジュニア選手の発掘・育成・強化

成年選手の受け皿の構築

競技の普及・強化

社会人を含むアスリートが安心して競技を継続できる

環境づくり

障害のある方がパラスポーツに参加できるきっか
け・環境づくり

学校や競技団体等と連携した選手の発掘

選手の発掘・育成・強化

競技団体の体制強化

指導者の確保・養成・資質向上

１ ２ ３

４ ５

５



群馬県スポーツ競技力向上対策推進計画と具体的事業 国スポ関係
表内の数字は予算額（単位：千円）



群馬県スポーツ競技力向上対策推進計画と具体的事業 全スポ関係

表内の数字は予算額（単位：千円）


